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０ ２ ４ ６ ８ 1０ 1２ 
(注）国名の括弧内は国別順位。非常に透明が10,非常に腐敗がl・図は測定項目により最
大・最小の範囲を示す。
(出所）TransparencylnternationaL
図２社会の透明性（腐敗）指標で見た順位（1999年）
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ンという意味で上位にある国は，スロベニアとエストニアで，他の体制転
換諸国のクリーン度はハンガリー以下にランクされているから，既述した
ような腐敗状況は体制転換途上の諸国で一般的に，それもさらに深く進行
した形で存在すると考えて間違いないようだ。
6．国家資産の再編配分：資本の原始的蓄積
クーポン民営化であれ，囲い込みであれ，直接売却であれ，体制転換期
におけるいわゆる民営化の本質は旧社会主義時代の国有財産（社会的資産）
の再配分処分である。それが市場経済を担う主体を育成する前提条件となっ
ている。クリーンな手法で行われているか，汚れた手法で行われているか
の違いはあるいが，資本主義の勃興期を坊佛させる資本の原始蓄積に似た
状況を呈している。
しかし，これをもって社会主義から資本主義への移行が行われていると
考えるのは単純すぎる。このプロセスは確かに市場経済的な枠組みを作る
ものではあって，レッセフェール的な資本主義の勃興ではない。ロシアに
しても，巨大企業を「私有化」することは不可能であり，そこに見られる
のは，政治家・官僚・経営者が癒着して支配する「国家独占」資本主義な
のである。中欧ではもっと西欧的な混合経済が育っていくことは間違いな
い。その意味で，原始的蓄積という概念は必ずしも適切ではないが，市場
経済確立への仕切直しの「資本・資産の再編成」と理解すれば，状況を良
く説明しよう。そして，国により地域により，その再編成の仕方が異なる
ことも，体制転換の現状を理解する上で重要である。
6.1国家資産の囲い込み：ロシア型
他の体制転換諸国と違い，ロシアは巨大な資源産出国であり，資源や軍
需産業を中心に巨大企業が存在する。外貨の日銭を稼ぐ企業は金蔓であり，
この金蔓を支配する者がロシア社会をも支配することになる。それぞれの
体制転換にみるアンシャンレジームの継続と変容 １７９ 
巨大企業を核として，周辺企業群から成る産業・金融グループが形成され
る所以である。旧体制下でそれぞれの巨大企業を運営し，内部の内部まで
知り尽くした経営者やこれを管轄していた産業省の官僚が最大のインサイ
ダー情報をもっており，彼等が中心となって政治家と結託する体制を構築
するのは資産再編成の自然な流れである。有力企業を中心に「三位一体」
支配になる企業群が－つの集団を形成し，これらが自らの支配拡大のため
に政治権力の獲得をめぐる日常的な闘争をおこなっているのがロシアだと
理解して間違いない。マフィア国家あるいは犯罪国家と通称されるが，実
体は旧体制を担っていた人々の役割変更による「新しい三位一体」による
｢国家資産の囲い込み」と「囲い込まれた資瀧の再配分」をめぐる闘争が，
産業・金融グループの浮沈をかけて展開されていると見るべきだろう。
こうした「囲い込み」方式はロシアや|[|ソ連の諸国（中央アジア）に特
徴的なもので，これほどのあからさまな国家資産の略奪はヨーロッパの体
制転換諸国には見られない。中欧諸国ではもっと文明的な手法が採用され
ている。
6.2インサイダー取引：チェコ型
インサイダー'情報を徹底的に利用し，株式売買の形式をとって国家資産
の取得する形で国家資産の再編成をおこなってきたのが，チェコである。
これを可能にしたのが，クーポン民営化である。
チェコのクーポン民営化は以下の事情から説明される。一つは，ハンガ
リーやポーランドに比べ，旧体制下で国営企業のウエイトが高く，民営化
過程を急ぐ必要性が迫られていた。二つは，ハンガリーやボーランドのよ
うに旧体制の累積対外債務の重圧がなかったために，国内資本を動員でき
るという優位があった。三つは，チェコ民族はハンガリーやポーランドよ
り優秀であり，外国資本の力を借りずに地力で民営化を達成できるという
自負があった。
クーポン民営化された企業の株式は，クーポン登録のために設置された
180 
コンピュータ・システムを流用する形で売買され始めた。つまり，チェコ
の株式市場は集中された取引所システムからではなく，クーポン登録コン
ピュータ・システムを流用したＲＭシステムによる取引として始まった。
市場を適正に規制する取引ルールもない状態で始まった株式売買は，イン
サイダー取引そのものであった。誰でも登録所で売買ができるシステムで
はあったが，ＲＭシステムによる決済には２週間もの時間がかかり，シス
テムを熟知しているわずかな人々が漁夫の利を得る仕組みになっていた。
クーポン民営化のお陰で，チェコの株式市場の時価総額は一夜にして
140億ドルもの規模になったと言われた。事実，中央取引所のロイター・
パネルにはlOOO社に近い企業の株価が並んでいたが，取引所で売買でき
る銘柄は限られており，実際には市場外の相対取引が主流だった。したがっ
て，売買できると言っても，どこに株式があるのか外部の人間には分から
ない状態が続き，外人投資家がチェコのポートフォリオ投資を敬遠する原
因になった。外人投資にたいする障壁を築き，不透明なシステムを利用し
て，国内の正体不明の投資グループが暗躍した。いつの間にか有力疑似民
営企業の大株主になるグループも現れ，チェコ政府が!慌て始めたのであ
る('7)。
(17）チェコの銀行システムの動揺は1996年から顕在化した。1996年８月に中
堅銀行のKreditnibank(ＫＢ）が倒産し，この銀行の６０％を所有していた最
大の国営保険会社Ceskapojistvva（CP）が債務を引き受ける形で処理が始
まった。このなかで，ＫＢ倒産の最大の要因が民間の投資会社Motoinvest
を通した巨額の株式投資であることが判明した。Motoinvestはまた第５位
行のAgrobankと密接な資金関係にあり，AgrobankはＫＢ倒産の影響を
受けて流動性危機に直面し，国立銀行の直接管理下におかれることになった。
この間，Motoinvestの幹部が不公正取引の容疑で逮捕され，代表幹部が国
外に脱出するという一幕もあった。
他方，保険市場の７割を押さえるＣＰは政府が２７％，疑似民営化された
商業銀行３行が４７％を所有する事実上の国営企業であるが，ＫＢ倒産のなか
でＰＰＦという民間の小さな投資会社がＣＰの２０％を所有していることが明
るみに出た。さらに，商業銀行のうちIPB（旧投資銀行）が保有している
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ＣＰ株16％について，このＰＰＦが買い取り交渉に入っていることも明らか
になった。チェコ政府は緊急にIPBの株主総会を開き，この株式譲渡の交
渉を承認しない手段を講じた。
チェコの株式取引では，情報公開が義務づけられていないので，株主のI情
報が公にされていなかった。チェコの戦略的企業であるＣＰのような大企業
が正体不明の投資会社に乗っ取られそうになる間際まで，政府は株主の情報
をもっていなかった。ＰＰＦは民間人３名の所有になる会社であることが明
らかになったが，その投資資金がどこから出ているのか不明な所が多く，政
府が緊急対応を迫られたのである。
チェコ政府はＲＭシステムから市場集中方式への移行をおこなうこと
で，取引の透明性を確保し，外人投資家の信頼を獲得しようと努力してい
るが，いったん出来上がったインサイダー取引の慣行を破壊するのは難し
く，今もなお市場秩序の確立が最大の課題になっている。
このように，チェコではクーポンの買い取りや運用を担う投資ファンド
が多数設立され，これらのファンド間で「モノポリーゲーム」が展開され
ている。正体不明の投資ファンドは別として，面白いことに，主要な大規
模ファンドは疑似民営化された国有商業銀行によって設立されている。い
わば疑似民営銀行が疑似民営企業の株式を売買・運用するという自縄自縛
的なシステムがチェコで出来上がったのである。
疑似民営化された大手の商業銀行は，当初，鼻息が荒かった。ＯＤＳ
(市民民主党）の上院議員（ザルツマン）が会長を務めていたチェコ最大
のコメルチニ銀行は国際的な格付けも高く，１９９６年時点でも「外資の参
加などまったく不必要。われわれに必要なのはコンピュータ会社の提携で，
インフラを強くすること」と明言していた('8)。しかし，この時点でもすで
にコメルチニ銀行の不良債権は４０％近くに上っており，とても健全行と
は言えなかった。
(18）Ｂ"ｓｊ"essCc"tＭＥ"、PC,Marchl997．
体制転換によって伝統産業が壊滅した点ではチェコも例外ではない。と
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ころが，そこの所がクーポン民営化で隠されてきた。クーポン民営化され
た商業銀行は，旧来の企業との融資関係を断つのではなく，これを継続す
ることで旧来の関係を維持した。当然のごとく債権の不良化は止まらず，
次の手段として企業の債務は株式とスワップされ，形が変わった銀行資産
に転換された。同時に，銀行の不良債権の一部は清算銀行（コンソリデー
ション銀行）に移され，塩漬けにされた。こうすることで，企業倒産を回
避し，銀行の不良債権の累積に歯止めをかけ，他方で清算銀行の赤字を処
理せずに放置することで，国家財政も表面的に均衡を保つことができた。
実状を知らない外部の観察者にとって，チェコは産業崩壊もなく民営化
を成功させ，国家財政の均衡を維持する優等生と見えたのである｡それに
比べて，ハンガリーは何とだらしのないことか，民営化が遅く，国家財政
は赤字続きで対外債務は増えるばかり，チェコのように民営化を断固とし
て進めないからだと評価されることになった。
1997年の通貨投機以後，国際機関の目はチェコの内!清の分析に向けら
れ，清算銀行の累積赤字が明るみに出て，不良債権処理の方法が批判に晒
されることになり，財政による処理計画の立案が不可避になった。そして，
今，チェコの疑似民営銀行の外資への売却，つまり「真の民営化」が始まっ
ている。外銀への売却交渉では累積不良債権のどこまで国が保証するかが，
焦点になっている。
このように，チェコの資産再配分はインサイダー取引による資産の取得
が軸に展開されたと見ることができる。そうした不透明取引の蔓延が市場
秩序の回復を難しくさせており，ＥＵ加盟における交渉でもイエローカー
ドが出される状態になっている。クーポン民営化の後遺症は重いが，とも
かくそれが国家資産再配分のチェコ型を規定している。
6.3外資による資本蓄積：ハンガリー型
工業立国だったチェコと異なり，ハンガリーやポーランドは農業立国で
あり，歴史的に資本の蓄積水準は低かった。オーストリアとの二重帝国形
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成以後，ハンガリーは積極的にドイツ系やユダヤ系住民を受け入れ，農業
の発展と首都ブダペストでの金融業の発展を目指した。国を対外的に開放
することで，資本と労働力を導入し，国民経済の発展を目指したのである。
それが１９世紀末から２０世紀初頭にかけてのハンガリー（ブダペスト）の
黄金時代を形成した。
－世紀経過しても，資本不足に喘ぐハンガリーの状況は変わっていない。
旧体制末期の１９８０年代に国際金融市場へのアクセスが可能になったハン
ガリーは対外借入れで，資本不足を補い始めた。体制転換以後，これが重
い対外累積債務となって，ハンガリーの民営化戦略を規定することになっ
た。
歴史的に対外開放が進んでおり，かつ南・東欧諸国に強い繋がりをもつ
ハンガリーは，たんに西欧への加工輸出基地としてだけでなく，将来の南・
東欧市場へのアクセスから見ても，｜[|東欧地域への初期的な実験投資とし
て手頃な存在だった。これが資本不足に悩むハンガリーの利害と一致し，
体制転換初期の1990年代前半に対中・東欧直接投資の過半をハンガリー
が引き受ける状態になった。歴史的にも文化的にも外資にたいする抵抗感
がなかったことも，大きな役割を果たした。
1994年に政権に就いた社会党は，民営化路線をめぐって議論を重ね，
半年以上にわたって民営化がストップしたが，最終的には対外債務の重圧
から「売れる企業はすべて売り尽くす」という戦略を採用することになっ
た。これによって，金融部門に始まり，電気・ガス・石油の基幹産業部門
にまで外資の導入を図ることになった。この結果，銀行セクターでは総資
産の６割以上を外資系銀行が抑えることになり，電気・ガスの配給会社の
ほとんどが外資の支配下に入った。石油・ガスの元売りのＭＯＬは政府が
２５％＋ｌ票を所有する公開企業であるが，段階的なIPOによって外人投資
家の所有率は６０～65％にまでに上昇している。他方，電力の生産と元売
りをおこなっているＭＶＭはまだ国有であるが，民`営化の方法について
議論されている段階である。
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いまだ旧社会主義国でこれほどまでに金融セクターとユーティリティセ
クターを外資に開放した国はなく，投資する側にとってもまた投資される
側にとっても，ハンガリーの直接投資の在り様はその成り行きが注目され
る実験的なモデルとなっている。
こうしたハンガリー型の資本蓄積は疑似民営化に固有なコーポレートガ
ヴァナンスの問題が解決されている。資本・経営・技術が一緒に入ってく
るので，民営化は－段階で完結する。他方，国民的な産業や基幹産業を国
内の資本と技術で発展させるという仕組みやインセンティブが消滅するた
め，あらゆることが他力本願になりやすく，国民の潜在能力を発揮させ，
国民経済を発展させることに障害になるのではないかという危倶があ
る('9)。
(19）ともかく，ハンガリーは外資頼みで，資本不足を解決する典型的なモデル
になっている。新政府のオルバン首相がせめてポシュタバンクは国内資本で
残したいという気持ちも理解できるが，国有である限り，今後もポシュタパ
ンクは政治的な存在で在り続ける可能性を否定できない。これまでの負の遺
産を払拭する意味においても，完全民営化で再生させる以外に方法はないだ
ろう。現在の経営陣はポートフォリオの整理ができた段階での外資への売却
を検討しており，今のところ民営化戦略に変更はない。
6.4混合モデルとしてのポーランド
ポーランドの民営化の特徴を一言で表現するのは難しい。チェコやハン
ガリーに比べて労働組合が強いポーランドは民営化の分野で－歩遅れをとっ
てきた。労働組合との合意がない限り，民営化に踏み切るのが難しいとい
うポーランド特有の事｣情によるものである。そして，この遅れを一挙に挽
回しようとして編み出されたのが，ＮＩＦ（NationallnvestmentFund，
国営投資ファンド）構想であった。これは基本的にクーポン民営化の手法
を採るが，チェコのようなコーポレートガヴァナンスの問題を回避する手
法して構想された。
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株式と交換できるクーポンを配るというスキームはチェコと同じであ
る。本質的な相違は，交換できる株式が個別企業のそれではなく，企業集
団をまとめた国営ファンド株だという点である。つまり，クーポン民営化
対象となった500余の中小国営企業を１５の国営ファンドに割り振り，こ
のファンドを株式市場に上場させ，ファンド株式をクーポンと交換できる
ようにしたのである。そして，国営ファンドの運用には国際公募したファ
ンド管理会社をあたらせることで，ファンドに組み込まれた企業の経営指
導やリストラを任せ，チェコ型に特徴的な企業経営管理面の弱点を回避し
ようとしたのである。その意味でＮＩＦは改良版クーポン民営化政策であっ
た｡(20）
(20）独創的な試みとして自賛され，開始されたＮＩＦ構想であるが，１９９７年の
ＮＩＦ上場以後，ファンドは継続的で大幅なディスカウントを経験しており，
ＮＩＦという手法が成功したとは言えない。それは事前にも予想されたこと
である。ファンド管理会社には国際的な経験をもつ投資銀行やコンサルティ
ング会社が共同で設立したものがほとんどだが，一つのファンドに割り振ら
れた３０社前後の玉石混清の企業の経営を一様に管理・改善することは不可
能に近く，わずかな優良企業を個別に上場させたり，売却したりするのが精
いっぱいの仕事になっている。時間が経てば経つほど，赤字経営企業の資産
価値は下がり，ファンドの市場価値が簿価をますます下回るという悪循環に
陥る。
ＮＩＦによる民営化対象になったのは比較的中小の企業で，戦略的な大
企業は直接売却の方式が採られている。そのペースが遅い点が，民営化率
の低さとして現れている。
以上のように，ＮＩＦはポーランド独自のスキームであり，クーポン民
営化の弱点を克服しようとした試みであったが，大衆株主を構想したクー
ポンという形式とは裏腹に，実体的には直接的な売却やIPOによる民営
化が主流を占めている。また，１９９０年代後半に入り，対中・東欧直接投
資は国内市場の大きいポーランドへと流れ始め，民営化だけでなく，大規
模なグリーンフィールドが続いており，これがポーランドの資本蓄積水準
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の向上に貢献している。
7．失われた社会的公正と理念
7.1金融至上主義の幻想
ポシュタバンクのプリンツの月額報酬が４万ドルであったのにたいし，
当時の平均給与は３００ドル，最低賃金は１００ドルである。国立フィルハー
モニィの楽団員の給与は４００ドルである。ポシュタバンクはハンガリーで
こそ第５位行だが，日本でいえば地銀の総資産にも満たない銀行である。
それが世界一流のバンカーの報酬を得ていたのである。それも事実上の国
有銀行である。何もポシュクバンクだけでない。銀行バブルは他の商業銀
行にも一般的に見られるのだ。プリンツの報ＷＩＩやポクロシュの退職金は特
殊な事例ではない。ロシアは言うに及ばず，金融部門の経営者にみられる
｢報酬バブル」現象は中欧諸国でも普遍的な現象である。
中欧諸国の所得税の水準はきわめて高い。ハンガリーの場合，３００ドル
の平均給与からも，２０％の所得税が源泉控除され，さらに社会保険負担が
天引きされる。残るのはグロス給与の三分の二，２００ドルである。社会正
義を掲げる社会党が国有銀行の経営者に言いなりの報酬を支払い，他方で
最低所得者に否応なく２０％もの所得税をかけていることに，どうして矛
盾を感じないのだろうか。矛盾を感じないほど社会経済倫理が麻癒してい
るか，欠如しているとしか考えられない(２１)。
(21）体制転換の初期において，金融的な倫理を欠如させる共通の出来事がある。
それは不良債権の公的処理である。他の諸国に先駆けて，ハンガリーは銀行
民営化を前に，1990年代前半に二度にわたって公的資金による不良債権の
処理を行った。この不良債権の大半は国営企業が体制転換によって被った損
失が累積したものだが，商業銀行の経験が浅く，ビジネスの稚拙さから安易
な融資が繰り返されたことも，不良債権が膨らんだ原因であった。二度にわ
たって実施された借金棒引きで，ほとんどの不良債権が帳簿から削られた。
帳消しになったお金は，すべて歴史の闇の中に消えてしまった。すべての体
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制転換諸国では旧国営企業の不良債権の処理が銀行民営化の前提になったの
で，規模の大小を問わず，同じ現象が起きている。資産を隠して倒産し，銀
行の借金を踏み倒した者や，銀行経営者と一体になって棒引き分を分け合っ
た者などは，すべて有耶無耶になってしまった。今となってはこれを調べる
手がかりは何も残されていない。金融制度の信頼性の欠如は国民経済の根幹
を揺るがすという国際機関の強い助言は，不良債権処理への公的資金の投入
を急がせたが，金融倫理の改善や確立はこの次であった。それは今も変わら
ない。公的資金による一方的な救済措置は，多くの場合モラルハザードをも
たらし，金融倫理の向上に貢献していない。
確かに，新たに設立された商業銀行を担う人材がいなかったことは事実
である。こうした状況のなかで旧体制の改革派知識人が漁夫の利を得た。
いくら有能でも，商業バンカーとしての実績はゼロである。そのような人
材に，国際的水準の報酬を支払う必要などまったくなかった。流入する外
資が人材市場を沸騰させ，実力とかけ離れた値を付け，そして政府はそれ
を追認しただけだった。社会主義の理念を掲げる政党が現状を追認し，バ
ブルに己を見失った改革派知識人が己を破滅させるほどに，体制転換は人々
の生活を変えた。
ロシアの場合は典型的であるが，製造業が活性化していない経済ほど，
金融優越・金融至上主義が強くなる現象が見られる。製造業が生み出す付
加価値を再配分する金融業が，あたかも経済を主導するかのような錯覚を
生み出す。製造業のような手間と時間のかかる苦労を経験することなく，
電話一本の取引で大きな成功報Ｗ１Ｉｌが生まれるという仕組みが，体制転換初
期の市場経済化を担う人々に幻想の世界を開かせる。体を使わずに，頭だ
けを使う者が支配できるのだと言わんばかりに。ロシアは言うに及ばず，
金融バブルに填っている諸国がこのような金融至上主義の支配から脱却し
て，漸く，地に足の着いた国民経済発展が始まると考えなければならない。
７２歴史のパラドックス：「左が右に，右が左に」
1998年総選挙で，ハンガリーでは「中道右派」の青年民主連合(FIDESZ）
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が，他方チェコでは「左派」の社会民主党（CSSD）が勝利した。この二
つの結果はちょうど正反対の政治的選択を示しているように見える。しか
し，現実はそうではない。この二つの政党の勝利は，その党是とは無関係
に，前政権によって無視された社会政策の復権を望んだ選挙民の選択の結
果である。皮肉であるが，ハンガリーでは社会党が実現できなかった社会
政策目標の達成を中道右派が約束し勝利し，チェコではクラウスの中道右
派の社会政策に失望した選挙民が社会民主党を選択したのである。一見正
反対に見える二つの国の選挙結果は，両国民の同じ願いを実現しただけな
のである。
ポーランドを含め，旧左翼と呼ばれる改革派の経済学者は市場改革を推
進し，逆に右派と呼ばれる諸政党が旧左翼がないがしろにした社会政策の
復権を主張しているのである。明らかに，旧式の政治的分類はもう通用し
なくなっている。現実はまったく「逆さの世界」が開けているのだ。旧左
翼が右に旋回し，旧右翼が左に旋回するというように。
このように理解すれば，現実世界はもはや左翼や右翼という政治的な図
式で描くことができなくなっていることが分かる。にもかかわらず，表６
のような陳腐化した図式が今もなお幅を利かせている。
表６陳腐化した政治図式
ポスト共産主義の
最初の政権 現在の政権
ブルガリア
チエコ
エストニア
ハンガリー
ラトビア
リトアニア
ポーランド
ルーマニア
スロノマキァ
スロベニァ
翼
翼
翼
翼
翼
翼
翼
翼
翼
翼
右
右
右
右
右
右
右
左
右
左
翼
翼
合
翼
合
翼
翼
翼
翼
翼
左
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混
左
混
左
左
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翼
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翼
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翼
翼
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右
道
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中
(出所）ＴｈｅＥｃｏ"ｏｍｊｓムMay30-June5,1998.
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それにしてもハンガリー社会党の変身は見事である。総選挙後に社会党
の新しい党首に選任されたコヴァチ・ラースローは，不動産と銀行預金利
子への課税に断固として反対する意見を表明した。社会主義というのは不
労所得にたいする厳しい態度を取ることではなかったのだろうか。資産へ
の課税反対はブルジョア政党の政策ではなかったのだろうか。この見解に，
目と耳を疑ったのは筆者だけではないだろう。
いったい何時からハンガリー社会党は資本主義党になったのだろうか。
党是を変えたのなら，名称も変えるべきだろう。しかし，旧体制からこの
党を支えてきた政治家は何の矛盾も感じないようだ。矛盾を感じないほど
に，政治と政党のディシプリンが限りなく失われている。「衣食足りて礼
節を知る」というが，体制転換諸国の旧体制を生き延びてきた政治家や改
革派経済学者は，「衣食足りて，ますます理念を投げ捨て，俗物的になる」
という形容がぴったりである。
もっとも，旧体制を担った社会主義労働者党（共産党）は|日体制時代の
とうの昔からそのような気高い倫理や理念などとは無縁だったのかもしれ
ない。つまり，体制転換が理念を喪失させたのではなく，旧体制時代から
理念の喪失状態が継続していると考えれば，良く現状が理解できるのであ
る。つまり，社会主義は建前に過ぎず，日常生活においては社会主義的倫
理あるいは市民的な文明社会的な倫理を身につけさせるようなシステムな
ど機能していなかったと考えると良く理解できる。「1.3再論：再分配と交
換」で見たように，中央集権的な再分配システム社会はそのような市民的
な倫理を身に付けさせるような社会的モーメントをもっていなかったのだ
から，体制転換によって理念が失われたのではなく，はるか昔から理念は
形骸化していたと考えるべきで，体制転換はその形骸化された枠組みをも
破壊してしまったと考えるべきだろう。
7.3社会的公正の復権：「衣食足りて，礼節を知る」
ほとんどの体制i転換諸国の個人所得税率と付加価値税率は極めて高い。
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もっとも，所得税の最高税率は４０～50％とそれほど高くないが，ハンガ
リ_のように最低所得から２０％もの税率が課されるように，低所得者や
中所得者に重くなっているの特徴である。
こうした重税システムの形成にはそれには理由がある。体制転換による
旧国営企業の崩壊で法人税収が大幅に減ったために，国庫税収の主な財源
が所得税と付加価値税になった。取りはぐれのない所得者から，とくに源
泉徴収可能な給与所得者から徴収するシステムが出来上がった。また，付
加価値税率も極端に高く，２０～25％の範囲にある。まことに低所得者の税
負担は重いと言わざるを得ない。
もちろん，富者であれ税負担を免れるわけではないが，「富者が富者と
なった所以」はこのような重税から逃れる手段を有しているからに他なら
ない。労働雇用では雇主側に賃金総額のほぼ４割の社会保険負担がかかる。
したがって，多くの小企業経営においては労働雇用にたいする公課を減ら
す工夫が凝らされる。外国労働力を違法に雇用して，社会保険から免れる
手法は建設業などではかなり一般化している。また，消費者にとって高率
の付加価値税の支払いから逃れ，かつ生産者側にとって見せかけの収入を
減らして所得を小さく見せるために，領収書なしでの売買がかなりの規模
で観察できる。
税を逃れて蓄積された富のかなりの部分は不動産に投資される。ハンガ
リーでは売買成立時に不動産取得税の徴収はあるが，以後，固定資産にた
いする課税はない。また，多くの諸国では資本市場の振興のために，配当
や利子にたいする課税を減免している所が多い。したがって，所得課税を
逃れた所得が，こうした投資対象に向かい，資産を形成していく。これに
たいして，貧者はそのような税を回避する手段をもたない。「富者がます
ます富み，貧者の負担は重い」という社会的な不公正が形成される。
ハンガリーでは旧体制時代から個人住宅の所有は認められていた。しか
し，体制転換以後に建設された個人住宅には，とても申告所得からでは説
明できないものが多い。日本でも見られないような住宅が多く建設されて
体制転換にみるアンシャンレジームの継続と変容 1９１ 
いるが，税務署が住宅建設の資金源泉を調査したという新聞記事には出会っ
たことがない。まず，ハンガリーでは住宅購入・建設の資金源泉が問われ
ることはない。
社会党が不動産課税に強く反対するのは，「政権担当期間に多くの政治
家が住宅を所得したからだ」と言われるのは間違っていないだろう。だか
ら，今の社会党には富の不公正な分配を是正する能力がない。こうした富
の形成と税負担のルールを公正化することは，安定した社会を構築する上
で避けることのできない課題である。その意味でも，体制転換はいまだ道
半ばなのである。
8．期待と展望
8.1「公衆の評決」としての選挙
旧体制の人脈が支配層を形成している旧ソ連の共和国を別として，多く
の体制転換諸国，とりわけ中欧諸国では総選挙の度に政権交代が実現して
いる。この政権交代の結果，ほとんどの政党が－度は与党の経験を積むこ
とになった。この経験を通して，民営化に伴う資金の流れや，省庁を経由
する予算の流れを確認することになり，政権交代を通して相互に政治家の
職権乱用を監視するシステムが出来上がった。政権が変わるごとに，各省
庁では大臣や次官の移動にとどまらず，かなり大規模な官僚の罷免と任命
が行われる。不必要なと思われるほど規模の大きな人事は，明らかに独自
の与党ネットワークを構築するために必要なのだ。
検察制度が弱く，政治家や官僚の不正をチェックするシステムが構築さ
れていない体制転換諸国では，政権交代が唯一の不正浄化機能を果たす。
その意味で，総選挙による政権交代は「公衆の評決」としてポジティブに
受け止めなければならない。それ以外に，政権にたいする効果的な異議申
し立ての手段がないからだ。
1998年の総選挙において，ハンガリーでは社会党が敗北し，チェコで
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は市民民主党が敗北したのは，まさに政治スキャンダルが原因になってい
る。しかし，ハンガリーのトチック事件でも，チェコの秘密献金事件でも，
政治家は逮捕されていない。公衆の投票は，せめて政権から降りてもらい
たいという評決だと理解するべきだろう。
ところが，ハンガリーでもチェコでも，政権交代は実現したが，興味深
いことに，必ずしも社会党や市民民主党は選挙で負けていないことに注目
しなければならない。ハンガリーでは社会党の得票絶対数は増加したし，
チェコの市民民主党は分裂した小党の議席を加えると逆に増えているので
ある。
この事実は体制転換途上の中欧諸国における公衆の判断の二面』性を良く
物語っている。つまり，一方で確かに政権交代が起き，事実上の「政治家
の相互監視システム」が機能しており，それは検察が機能しない社会で公
衆の知恵が代替機能を果たしていることを教えているが，他方で公衆は政
治家のスキャンダルにかなりの程度まで寛容であることも教えてくれる。
政治家にとって，よほどの犯罪でない限り，スキャンダルは致命的な傷に
ならないのである。もっとも，さすがにハンガリー社会党も不人気の原因
を考え始め，政権交代後に党首を変えて，フレッシュさをアピールして人
気回復を狙ったが，６０歳を超える党首では今一つ迫力に欠ける。されと
て，党内には有力政治家で，若くて手が汚れていない政治家はおらず，駒
不足なのだ。そこで，次期の党首・首相候補として，体制転換直後からロ
ンドンのＥＢＲＤに転身した旧体制の最後の首相ネーメットを呼び戻そう
動きが活発化している。１０年間もハンガリーを不在にした人物が残され
た選択肢というのでは首をひねりたくなるが，それほどに社会党には手の
汚れていない魅力ある政治家がいないということを証明している。
もちろん，国会議員の規律を律する法律も制定されている。一つは政治
家が委員会や大臣・次官ポストを獲得する場合に，兼業している事業との
利害関係がないことをチェックする法律で，もう一つは国会議員の財産公
開を定めた規則である。しかし，現在のところこれらは形式に留まってい
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る。小地主党党首で資産家のトルジャンが申告した資産は，ソ連製の乗用
車ラダ1台に，百数十平米の集合住宅１軒の共同所有（夫人との二分の一
所有）だけだが，誰もこれを信じる人はいない。ところが，メディアは一
度として政治家の公開資産の真偽をテーマにしたことはない(22)。
(22）ハンガリーでは車両の排ガス検査をパスしたグリーンカードの携行所持が
義務づけられている。グリーンカードを発行できるサービス工場は非常に多
く，顔見知りには検査なしで発行してくれる所もある。これなどは，「法律
はあるが，現実には機能していない」という典型的な事例である。それはシ
ステムの効率性の問題もあるが，それだけで解決しない，体制転換途上に特
有な現象である。つまり，検査を厳しくすると，かなりの車両が通行不能に
なるという現実にその原因があり，法律を厳しくしても解決しない問題なの
である。法令を作るのは簡単だが，それに適応した現実を作るには時間がか
かるというもっとも分かりやすい事例である。これは体制転換諸国に普遍的
な現象である。
公衆やメディアが権力の腐敗にたいして寛容である，あるいは異議申し
立てをしないというのは，明らかに旧体制から受け継がれた社会的慣習で
ある。旧体制下では共産党の腐敗を暴いたり異議申し立てをすることは不
可能だった。逆に，異議申し立てする者は厳しく罰を受けた。だから，公
衆は権力に表だって楯突かないように心がけてきた。政治制度が変わって
も，そうした社会的行動様式はいまなお強く残っている。腐敗にたいする
社会的批判が弱いと，腐敗の蔓延を阻止できない。そのためにも，公衆の
自立とメディアの自立は大きな課題である。ハンガリーの公衆が青年民主
連合を選択し，３０歳そこそこの首相を選んだ背景には，「若い人はまだ腐
敗にまみれていないし，新しい社会を建設できるエネルギーがある」とい
う期待があろう。そうした付託に応えることができなければ，次の選挙で
は再び政権交代が起きることになろう。
8.2社会・経済倫理の確立
これまで，旧体制の継続'性と変容という観点から，体制転換途上に見ら
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れる諸現象を分析してきた。しかし，たとえば銀行の不良債権累積過程に
見られる借り手との癒着や横領，背任などの腐敗現象や，政治家と企業経
営者あるいは官僚との癒着現象などは，何も体制転換経済に特徴的なもの
ではなく，先進市場経済諸国にも一般的に観察できる事象である。とすれ
ば，何が体制転換途上の特性なのだろうか。
少なくとも中欧諸国の市場経済はかなりの浸透を見せていることは事実
である。民営化が進んでいるハンガリーの場合，すでにユーティリティ・
セクターへの外資の導入も終わり，国有や公有に残る企業は数えるほどし
かない。その意味で，セクターによっては，先進市場経済以上に民営化が
進んでおり，所有転換から見た体制転換は事実上，完成しているように見
える。とくにハンガリーではすでに年金制度の個人積立方式への転換や，
自治体サービスの第三セクターへの転換が進んでおり，たとえばゴミ収集
料金は収集回数とゴミ箱の容量によって住民の負担額が決まり，救急車や
消防車の出動には事後に所定の請求書が送られてくる。日本以上にサービ
ス提供と対価の支払いが明瞭に規定されている。
このような交換システムの要素が日常生活に浸透している反面，これま
での叙述から明らかなように，市場経済を支える基本的なルールの浸透は
未だ半ばである。ルールは法律に記してあるが，旧来の慣行が法律に優先
している。したがって，背任，横領，贈収賄などは法律用語としては存在
しても，よほど悪辣な行為でない限り，犯罪要件を構成しない。そのこと
は，二度にわたる銀行の不良債権処理やポシュタバンクの累積不良債権問
題において，経済犯罪で逮捕・起訴された銀行経営者や企業経営者，官僚
や政治家が一人もいないことからも明瞭である。こうした事,情はほとんど
の体制転換諸国で共通に見られることであり，社会・経済倫理が社会的規
範として定着していないことが体制軽換社会に一般的に観察できる。そし
て，それは法律の強化によって解決されるものではなく，市場経済化の経
験蓄積と市民社会の成熟という文明化の過程を通してのみ，漸次的に形成
されていくものなのである。
体制転換にみるアンシャンレジームの継続と変容 1９５ 
たとえば，金融犯罪一つをとって見ても，この種の犯罪は旧体制に存在
せず，これを取り締まる検察側にも専門的な知識を持つ者がいない。とく
に政治家が噛んでいる場合には，これを公に批判する社会的な規範が欠如
しているし，多くのメディアが依然として自立できず，事実上の公有メディ
アか，利益グループの所有になるメディアが支配的なために，政治・経済
権力者に都合の悪い情報が流れにくいという状況もある。
ポシュタバンクのケースでは，銀行を舞台にした詐取や資金流出の仕組
みを暴露する記事や報道はほとんどなく，ウィーンに逃亡しているプリン
ツ・ガーポルを追跡するニュースも非常に稀である。最近出版されたポシュ
タパンクを扱った唯一の著書(23)は詳細な事実を教えてはくれるが，全体
としてポシュタバンクを興したプリンツの才能を評価し，政府によるポシュ
タバンク救済への過剰資本注入を批判するという奇妙なスタンスを取って
いる。これが，依然として，ハンガリー・メディアのポシュタバンク事件
にたいする基本姿勢であり，犯罪解明という姿勢が著しく欠如しているの
が特徴である(24)。
(23）KendeP6ter,Ｂａ"んＢｉα"co-APbs伽α"肋ｓＰｍｚｃＧａｂｏ妬KendeArtKft.，
Budapest,1999． 
(24）準備金不足を政府の資本注入で解決する手法が取られているが，準備不足
額の算定が難しく，政府は大目の資本注入を行った。これにたいして，野党
は過剰な注入は政権政党への銀行資金の流出を招くという政治的批判をおこ
なってきた。犯罪解明より，公的資金の行方に議論が集中している。しかし，
個別案件の査定によって正確な準備金の不足額が分かり，余剰になった準備
金の相当額は国庫に返すことになっているので，そのことが国会で確認でき
るようにすれば良い。にもかかわらず，この問題をめぐって政治的な批判が
繰り返されるのは，ポシュタバンクそのものがいかに政治的存在であったか
を教えてくれる。すべての政党に，ポシュタバンクの資金こそが政治活動を
支えてきたという思いが共通にあるからである。
メディアや政治家がそうであれば，一般市民は自衛するしかない。権力
者が蓄財に励むなら，市民もまた自らの生活を守るために少々のことは気
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にせずに，蓄財に励むという構造が出来上がる。政治への無関心は中欧諸
国でも驚くほど急速に進行しているが，それは自己の利益を追求する政党
や政治家に期待せず，自らの生活は自分で守るという行動様式から説明さ
れる。
取引（交換）の公正と透明性が社会全体に広がるまでどれほどの時間が
必要だろうか。横領や背任が適切に罰せられ，企業経営に透明性が確保さ
れるまで，どれほどの時間が必要だろうか。少なくともそうしたディシプ
リンが社会的規範として，政治行為や経済行為を有効に律していくのに，
どれほどの時間が必要だろうか。もちろん，それは完全に透明で公正な社
会への到達を意味するものではない。そのような社会はどこにも存在しな
い。しかし，経済犯罪や権力を利用した犯罪の何パーセントかが適切に摘
発され罰せられることが，市場経済の機能にとってきわめて重要なのだ。
そうした自浄システムなしに，市場経済と文明的な市民社会を発展させる
ことはできない。
この点から見れば，中欧諸国の市場経済への転換と市民社会の成熟は未
だ道半ばであり，これと比較して見れば，他の旧社会主義諸国の転換はま
だ当初の出発点からそれほど進んではいないと見なければならない。ハン
ガリーのポシュタバンクの事件は体制鮭換前半の１０年の歴史を雄弁に語
る事例である。こうした事例を通して，政党やメディアはこれまでの行動
様式を修正し，転換の仕上げの時期に備えることになる。その意味で，ポ
シュタバンクはハンガリーの政界と金融界にとって，きわめて貴重な学習
事例であったと言うべきだろう。そこから何を学ぶかで，体制転換の完成
の時期が定まってくるだろう。
幸いなことに，ハンガリーではポシュタバンク１行が問題行だった。他
の転換諸国ではこうした事例の数は多く，解決の方法が容易ではない。学
習する以前に，腐敗が広がり，手に負えないほどになることも否定できな
い。明らかに，交換システムの文化や文明の息吹に触れている国と，そう
でない国の間のギャップは予想以上に大きい。だから，体制転換のプロセ
体制転換にみるアンシャンレジームの継続と変容１９７
スが中欧で20年から３０年かかるとすれば，バルカンで４０年から半世紀
以上，旧ソ連諸国では１世紀以上かかる歴史的事業だと見るのが妥当であ
る。体制蛎換はそれほどに息の長い歴史過程と理解すべきだろう。
（1999年１２月３０日脱稿）
